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ウクライナ軍が露西部クルスク州における作戦及び露領内への無人機攻撃を継続する一方、露軍は、ウクライナ東部
への攻勢及びウクライナ全土に対するミサイル・無人機攻撃を継続しつつ、クルスクへの攻勢を強化する模様
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侵略開始後に露軍が占領し保持している地域
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戦闘による人的被害・物的損耗の状況
露軍：死者約18万人（ゼレンスキー大統領24年2月25日）

：死者約20万人、負傷者約40万人（WSJ24年9月17日）
：死傷者64.8万人以上（英国防省24年10月7日）

「ウ」軍：死者3.1万人（ゼレンスキー大統領24年2月25日）
：死者約8万人、負傷者約40万人（WSJ24年9月17日）

「ウ」市民：死者10,582人以上、負傷者1万9,875人以上（UN24年2月22日）
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• ゼレンスキー大統領は、本年だけで250万発以上の迫撃砲弾及び60～155mm口径
の砲弾を生産したとするほか、2025年に少なくとも3万機の長距離UAV、少なくとも
3千発の巡航ミサイル・ミサイル無人機の生産を計画している旨発言（11月19日）

• 英国防省は、「ウ」参謀本部によれば、24年10月の露軍の1日あたりの平均死傷者
数が1,354人になったと発表（11月18日）

• 米国防長官は、米政権が初めて、「ウ」への対人地雷の供与を承認と表明。同省
副報道官は、「ウ」領内でのみ使用される旨発言（11月20日、21日）

• 米メディアは、西側当局者によれば、露クルスク州で、北朝鮮軍の高官1人が「ウ」
軍による攻撃で負傷したと報道（11月21日）
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• ゼレンスキー大統領は、「ウ」全地域に対し、エネルギーインフラを目標に大
規模な複合攻撃が実施された旨述べたほか、F-16が約10機の空中目標を撃
墜したと表明。「ウ」空軍は、露軍が、「Shahed」等無人機×90機、Kh-101/「カ
リブル」、極超音速巡航ミサイル「ツィルコン」、空中発射型弾道ミサイル「キン
ジャル」等ミサイル×120発から成る攻撃を実施と発表（11月17日）

• 露国防省は、「ウ」軍が地対地弾道ミサイル「ATACMS」で露ブリャンスク州の
施設を攻撃と発表。北朝鮮の派兵に応じて、米大統領が米供与の長射程
ミサイルによる露領土への攻撃を許可と報じられていたところ、米メディア等
は、「ウ」軍が初めて「ATACMS」で露領内を攻撃と報道（11月17日、19日）

• 米メディアは、米「ウ」当局者によれば、「ウ」が露クルスク州に対して、複数の
長距離巡行ミサイル「ストームシャドウ」を発射したと報道（11月20日）

• ゼレンスキー大統領は、新しい露ミサイル攻撃があり、速度、高度といった全
ての特徴が大陸間弾道ミサイルであると表明。それに対し、プーチン大統領
は、米英長射程兵器の使用への対抗措置として、露の最新中距離ミサイルシ
ステム「オレシュニク」の実験を実施と発言。なお、米大統領報道官は、露が
「ウ」に対して中距離弾道ミサイル×1発を発射したと発表。 （11月21日）

• 「ウ」陸軍司令官は、露軍が現在、露クルスク州に約5万人の兵士を集中させ
ており、その大部分は海軍歩兵と空挺部隊から編制されている旨発言（11月
19日）

• 露国防省は、15日にドネツク州ステパニウカ村、16日に同州フリホリウカ村、
同州マカリウカ村、18日に同州ノヴォオレクシイウカ村、19日に同州ノヴォセ
リディウカ村、20日に同州イリンカ村、21日に同州ダリネ村を解放したと発表

（2024年11月22日時点）（2024年11月22日時点）


